
令和７年度　学校自己・関係者評価システムシート（私立栄東高等学校）
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＊重点目標は３つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目(年度達成目標を意味する)は複数設定可。

＊番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、方策の評価指標」を設定。

番号

・HPやSNSを活用し、生徒の活動や
　日常の様子を継続的に発信するこ
　とで、学校の魅力をより分かりや
　すく伝えていく。
・説明会や相談会に向けた情報共有
　を進め、教職員全体で広報ができ
　る体制を整える。
・教育活動や進学実績の充実を図り
　ながら、第一志望として選ばれる
　学校づくりを進めていく。

・HPやSNS等を活用した情報発信によ
　り、学校の教育活動の様子が保護者や
　地域に分かりやすく伝えられている。
・教職員全体で広報ができる体制を整
　え、「第一志望として選ばれる学校づ
　くり」に向けたブランド発信の強化を
　進めてもらいたい。
・継続的なPRと中高一貫としての更なる
　ブランド発信強化に期待する。

B

・思いやりや感謝、公共心など人間
　性の育成を重視し、学校生活全体
　を通して育てていく。
・家庭・地域と連携しながら、校内
　外のマナー定着に向けた継続的な
　取組みを進める。

・学校行事や校外活動、各種プログラム
　を通じて、生徒の豊かな人間性や社会
　性を育む取り組みが継続されていると
　感じる。
・感謝の気持ちや思いやりなど、家庭・
　地域とも密に連携しながら人間性の
　向上や社会規範、マナー指導も引き続
　き力を入れてもらいたい。

・Classiの活用により、保護者連絡
　や情報共有の効率化が進み、校内
  外の連絡体制が整備されている。
・HPや学校説明会、塾訪問、各種広
　報活動の成果により、受験者数・
　入学者数ともに安定的に確保でき
　ている。

A

3

・学校生活や学校行事、特別活
　動、部活動を通して、健全な心
　身の育成、豊かな人間形成に努
　めている。
・校内外でのマナーやモラル、他
　者への思いやり、感謝の気持ち
　を育むための継続的指導を徹底
　する。

・学校行事への取り組
　み状況
・部活動参加状況
・校内外でのマナーの
　遵守
・挨拶の励行

・学校行事の実施内容の見直しと
　再構築
・部活動への参加奨励
・ＨＲ指導・生徒集会等における
　公共マナー指導
・生徒主体の公共マナー啓発運動

・学校行事への取り組みが主体的
  かつ協働的であったか。
・部活動への参加が積極的であっ
  たか。
・他者に対して敬意や配慮を払う
  ことができたか。
・HRでの生徒の状況は改善されて
  いるか。

・多くの生徒は落ち着いた学校生活
　を送り、学校行事や部活動にも意
　欲的に取り組んでおり、生徒主体
　の活動や協働性の向上が見られ
　た。
・登下校時や校外における公共マ
　ナーについて、一部課題が見られ
　る。
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・HPや説明会を通じて本校の教育
　活動や生徒の活躍等の外部発信
　を行っている。海外帰国生入試
　を取り入れるなど生徒募集地域
　を広げて、受験志願者数の増加
　に努めている。
 ・Classiの配信で保護者向けの
　情報を提供をしている。

・HPの配信頻度、内容
　の充実度、学校説明
　会や進学相談会等募
　集広報活動の推進、
　動員状況
・受験志願者数
・Classiの活用状況

・HPを通して発信する学校情報の
　さらなる充実化・学校説明会や
　進学相談会等募集広報活動の積
　極的な推進
・Classiの掲載内容の充実
・AIを活用しスピーディーで多彩
　な情報発信を図る

・本校の教育活動や生徒の活躍等
　が内外に十分周知、理解された
　か。
・学校説明会や相談会への動員及
　び評価が得られたか。
・HPの構成が受験生にとって魅力
　的なものとなっていたか。
・Classiが活用されているか。
・業務効率化にAIを活用できた
　か。

・生徒一人ひとりの進路実現に向けた丁
　寧な進路指導が行われており、基礎学
　力の定着から大学入試に対応する発展
　的な学力の育成まで、計画的に取り組
　まれていると感じる。
・目標の達成に向けたカリキュラムや共
　通テスト対策により、実績を上げてい
　る。
・学校が作成した諸対策に、生徒・保護
　者・学校間で面談などを通じて強固な
　信頼関係が構築されている事も大きな
　要因であると思う。
・生徒一人ひとりに寄り添った進路指導
　を提案し、幅広い進学の機会を提供で
　きるよう指導を継続してもらいたい。
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・問題発見力・課題解決力の養成
　に努め、周囲と協働して研究、
　発表等を行っている。。
・意欲的に探究活動に取り組む姿
　勢を育み、発表の機会や場を適
　宜設けて、意欲的な活動となる
　よう努める。
・語学研修を通して、多文化理解
　や国際理解教育に取り組んでい
　る。

・アクティブラーニン
　グ(AL)の各種プログ
　ラムや探究活動が効
　果的に機能している
　か
・生徒の主体的な取り
　組み状況と成果
・語学力や多文化理解
　の向上につながって
　いるか

・問題発見、課題解決に至るプロ
　セスの考察、他者に伝える力を
　養う指導
・生徒の論理的思考力を高めるた
　めの助言指導
・学校全体で探究活動を推奨し、
　発信する機会を増やす

・生徒が主体的かつ意欲的に取り
　組み、論理的思考力を身に付け
　課題を解決する力につなげるこ
　とができたか。
・探究活動の発表の場を設けてプ
　レゼンテーション能力を高めら
　れたか。
・語学研修が意義のあるもので
　あったか。

・語学研修や探究活動への参加を通
　して、生徒の主体性や学習意欲が
　高まっている。
・発表や探究の機会の充実により、
　プレゼンテーション能力や思考力
　の向上が見られる。
・校内外の多様なプログラムにより
　学びの幅と質が広がっている。

B

・生徒の主体性をさらに高めるた
　め、発表後の生徒へのフィード
　バックの工夫に努める。
・探究活動の質的向上に向けて、教
　員間の連携強化、指導体制の整備
　を図ることが求められる。
・語学研修などのプログラムを通し
　て多文化理解を向上させる。

・修学旅行や語学研修等の国際的な活動
　を通じて語学の習得への意欲や視野を
　世界に広げるチャンスを多くの生徒に
　経験させていってもらいたい。また、
　修学旅行や語学研修は生徒達にとって
　貴重な経験であり、国際理解を一層深
　めている。
・ALでは生徒のプレゼンテーション力の
　向上に努め、一つの答えに捉われずプ
　ロセスを重視した活動に期待したい。

次年度への課題と改善策 学校関係者からの意見・要望・評価

1

・効果的な授業を実施し、基礎学
　力の確実な定着と応用力・実践
　力の育成に努める。
・教員が自己研鑽を重ね、主体的
　に学ぶ態度の育成を図る。
・社会の変化や大学入試制度の動
　向を踏まえ、進路指導体制を一
　層充実させる。
・学習指導要領および教育目標に
　基づき、カリキュラムの検証と
　改善を継続する。
・大学入試への指導体制を整え、
  学力向上と進路実現を図る。

・主体的な学習姿勢の
　高揚と学力の定着状
　況
・教員の教科指導力の
　向上
・進路指導体制の充実
　と成果
・大学進学実績
・大学入試への対応・
　対策
・ICT活用能力および
　学習活用力の育成

・教員個々の研鑽の推進
・進路指導会議、進学講演会、進
　路ガイダンスの実施
・二者面談・三者面談を通じた進
　路指導の充実
・カリキュラム委員会による教育
　課程の検証と改善
・大学入試問題および大学入学共
  通テストの分析
・入試分析結果を踏まえた授業改
　善および指導法の検討
・ICT機器や1人1台端末を活用し
　た個別最適化学習および協働的
　学びの推進

・授業改善の取組により、生徒の
　学習意欲の向上と学力の定着が
　図られたか。
・進路指導が体系的に機能し、生
　徒の進路実現および進学実績の
　向上につながったか。
・教育目標の達成に向けたカリ
　キュラム運用が適切に行われた
　か。
・大学入試に対する指導と対策が
　効果的に実施されたか。
・ICTや1人1台端末を活用した個
　別最適化・協働的な学びが推進
　されたか。

・進路指導は組織的に機能し、大学
　進学実績は概ね良好であった。
・授業・補習・個別指導により、基
  礎学力の定着と指導力向上が図ら
  れた。
・学力向上や進学実績の安定化が図
　られた。
・教科間の連携や授業改善・ICT活
　用など、組織的な質の底上げが見
　られた。

B

・教員間の連携と情報共有を強化
  し、一貫した指導体制を構築す
　る。
・大学入学共通テストに対応できる
　授業改善とカリキュラムの工夫を
　進め、生徒の主体的な学びを促進
　する。
・進路指導部と担任が協力し、生徒
　一人ひとりの進路実現を支える体
　制を充実させる。

現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度

４．本校の教育活動を生徒、保護者および、受験志願者、地域住民に対し、幅広く広報し、情報提供を行う。

学校自己評価 学校関係者評価
年度目標 年度評価 書面での回答

重点目標

１．平素の授業を充実させ、意欲的に学習に取り組む姿勢を育むとともに、万全のサポート体制のもと、生徒
    全員の進路希望の実現に努める。 達

成
度

ほぼ達成　（8割以上）

学校関係者 ８ 名
概ね達成　（6割以上）

２．横断的な学習を通して、問題発見力や課題解決力、論理的思考力を養い主体的な学習姿勢を育てる。 変化の兆し（4割以上）

３．部活動や学校行事等を通して、個性を尊重し合う心と、さまざまな問題に対応することのできる資質を育てる。 不十分　　（4割未満）

目指す学校像
　建学の精神「人間是宝」、校訓「今日学べ」のもと、豊かな人間形成と確かな学力を育成する。また、生徒一人
ひとりの充実した学校生活と進路希望実現を目指し、生徒、保護者の期待に応える進路指導の在り方を実践する。


